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男性看護師の清潔ケアに関する女性患者の思い
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はじめに

近年男性看護師数は増加し2000年には４万人を突

破している。また、男性看護師の一般病棟への配属

が増加している'）中で、井手らはケア提供者には男
性患者も女性患者も女性看護師を望む傾向にある2）

と述べ、多間らは男性看護師の約７割がケアを断ら

れた経験がある3）と述べている。研究者自身も女性

患者の蓋恥心の軽減に配慮し清潔ケアを行っていた

が断られる経験をした。しかし、当初断っていたが

後にケアを受ける女性患者もいた。多間らの男性看

護師を対象とした研究結論の中で、最初ケアを断ら

れたとしても、信頼関係を築くことや、男性看護師

への理解を深めることによりケアを受け入れてもら

うことが可能である3）と述べている。

先行研究では女性患者の男性看護師による清潔ケ
アに関する思いをアンケートなどで調査した研究は

あるが、女性患者から直接思いを引き出した研究は
なかった。

そこで男性看護師が清潔ケアを提案した女性患者

の思いを面接で調査し知ることで、女性患者をより

理解し清潔ケアを行うことが看護の質を高められる

と考え研究に取り組んだ。

こと，同意しなくても診療や看護に不利益がないこ

と，研究者には男性看護師がいることを説明し，同

意書へのサインをもって同意を得た．面接は研究者
である女性看護師２名で行った。

６用語の定義：本研究では身体の清潔を保つ行為

の中で陰部を含む全身清拭、入浴、部分浴、洗髪、

更衣を清潔ケアとした。

Ⅲ結果

１．背景：対象者７名で５名は清潔ケアのいずれか

を受け２名は清潔ケアを受けていないと答えた。平

均年齢６５．４歳、平均入院期間３５ヶ月、退院から面

談までの平均期間８．７ヶ月である。

２．研究方法に基づき分析した結果、男性看護師の

清潔ケアに関する女性患者の思いについて１２のカ

テゴリーが抽出された。【】はカテゴリー、『』は

サブカテゴリー、［]はコードを示す。（表１参照）

【蓋恥心】

『抵抗感は蓋恥心である」『異性という抵抗感があ

る』「男女問わず陰部ケアには抵抗感がある』より蓋

恥心から清潔ケアの抵抗感を感じており陰部に関し

ては男女問わず抵抗感を感じていた。

【自分のことは自分でしたい】

『他人からケアを受けたくない』「自分でできるとき

は自分でしたい』と自分が普段していたことや自分

でできることは自分でしたいという気持ちを持って
いた。

【ケアを受けたほうが楽】

『安楽だからしてもらう』とケアを受けた方が安楽
であると思っていた。

【男女を問わない専門職】

『専門職であり性差は感じない』『男女平等の時代と
いう認識」と看護師を男女問わず専門職と認めよう
とする思いがあった。

【男性看護師の評価】

『男性看護師の人柄に好印象を持った」『人柄によっ

て印象は違う』『態度が違うと違和感がある』『信頼

できる仕事ぶりだった』と看護師としての技術や姿
勢、態度を評価していた。

１．研究目的

女性患者との面接にて男性看護師の清潔ケアに関
する女性患者の思いを知る。

Ⅱ研究方法

１．対象：入院中男性看護師が清潔ケアを提案した
女性患者

２．期間：平成１７年４月～平成１８年８月

３調査方法:対象者に対して半構成的面接を行う。
対象者の許可を得て面接内容を録音し、逐語録を作
成する。

４分析方法：質的研究アプローチの手順に沿い分

析する。逐語録を読み返し，同じ意味付けと思われ
る文脈をカテゴリー化した。

５．倫理的配慮：研究の目的・内容・方法を説明し

得られたデータは研究以外の目的には使用しないこ

と，プライバシーを守ること，個人が特定されない
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【男性看護師の存在】

「男性看護師は少ない』『看護師は女性というイメー

ジ」と男性看護師は少ないため看護師は女性という

イメージを持っている。

【男性看護師は清潔ケアをしない】

『男性看護師は清潔ケアをしないと思っていた』『仕

事内容は違うと認識していた』と男性看護師は女性

看護師と仕事内容が違い清潔ケアを行わないと思っ

ていた。また、男性看護師は清潔ケアをしないと思

っていたので『上手にできるのか不安である』と不

安を感じていた。

【お互い気を遣っている】

[清潔ケアの際男性看護師も女性患者もお互いに気

を遣っている]というコードから女性患者は男性看

護師が女性患者を気遣って清潔ケアをしていると感

じている。

【気持ちの整理がつく】

「気持ちを割り切る」『慣れ』『仕方がないと思う」

といろいろな気持ちを整理した上で清潔ケアを受け

ていた。

【選択の余地がない】

『清潔ケア提供者の選択の提案がない』と清潔ケア

提供者の女性看護師への変更について提案がなく，

選択できなかった。

【清潔ケアは女性看護師が良い】

『男性看護師の清潔ケアを受けて嫌だった』と男性

看護師の清潔ケアを受けて、女性の方が良いと思っ

ていた。

【満足な清潔ケア】

『清潔ケアを受けて満足した」と男性看護師から清

潔ケアを受けて満足していた。

された。男性看護師が異性であることから生じる蓋
恥心とともに陰部のように蓋恥心を伴う部位であれ

ば男性看護師であっても女性看護師であっても蓋恥

心を感じている。

【自分のことは自分でしたい】では『自分でできる

時は自分でしたい」と、セルフケアの欲求を表して

いる。女性患者は、自分の心身の状態から清潔ケア

を自分でできるかどうかを判断する。そのため男性

看護師が安全９安楽のために必要と思い提供しよう

とした援助を女性患者は自分でしたいと感じる場合

がある。女性患者が依存的であったり自分でできな

かったりすれば【ケアを受けた方が楽】と思う場合

もある。

次に清潔ケアを提供する男性看護師への思いにつ

いて述べる。【男性看護師の存在】は近年メディアで

取り上げられる機会が増え、男性看護師の存在は世

に知られるようになった。しかし、2000年の統計に

よると､総就業看護師に対する男性看護師の割合は４．

０％でまだまだ少数派である。しかも男性看護師の配

属は精神科を中心に人工透析やICU、手術室の特別

な分野に偏っている')。そのため男性看護師の看護

を受ける機会が少ない。今までに男性看護師に接し

たことのない女性患者は男性看護師を力仕事等の特

別な業務をするとイメージし【男性看護師は清潔ケ

アをしない】という先入観を持つと考えられる。

しかし、女性患者は日々の男性看護師の看護から

人柄、態度、技術などの【男性看護師の評価】を行

い、その評価から信頼感を持ち男性看護師は女性看

護師と変わらず、看護師であると認識する。また、

男性看護師が女性患者に清潔ケアを行っている時に

女性患者は男性看護師も「異性へ清潔ケアを行う抵

抗感」や「気を遣って清潔ケアをしている」と察し

【お互い気を遣っている】という思いを持ち、男性

看護師の内面にも注目していることがわかった。

新山らの一般病棟における男性看護師の関わりと

患者の認識の変化を調査した研究では「性別につい

ては意識していない、プロフェッショナルとして信

頼している」４）という患者からの意見があり、小嶋

らの男性看護師に対する入院患者の受容を調査した

研究での「適切な看護が受けられれば性別は無関係」

5）という患者の意見もみられた。小嶋らは研究結論

の中で、「今後、男性看護師が女性看護師同様に専門

性を発揮することで、患者自身のジェンダー・バイ

アスがなくなり男性看護師の受け入れが良くなると

考えられる｡」５）と述べている。本研究では女性患者

に行う男性看護師の清潔ケアに関しても、【男女を問

わない専門職】と認めようとする思いが裏付けられ
た。

Ｖ考察

今回の研究で得られたカテゴリーより女性患者の

思いには、女性患者が男性看護師から清潔ケアを受

ける自分の思いと、清潔ケアを提供する男性看護師

への思いがみられた。

女性患者が男性看護師から清潔ケアを受ける自分

の思いには【蓋恥心】【自分のことは自分でしたい】

【ケアを受けた方が楽】というカテゴリーが抽出さ

れ､清潔ケアを提供する男性看護師への思いには【男

女を問わない専門職】【男性看護師の評価】【男性看

護師の存在】【男性看護師は清潔ケアをしない】【お

互い気を遣っている】というカテゴリーが抽出され

た。

清潔ケアを受ける自分の思いについて【蓋恥心】

では『異性という抵抗感がある」『男女問わず陰部ケ

アには抵抗感がある」というサブカテゴリーが抽出
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このように女性患者は【蓋恥心】【自分のことは自

分でしたい】【ケアを受けた方が楽】のような清潔ケ

アを受ける自分の思いと、【男女を問わない専門職】

【男性看護師の評価】【お互い気を遣っている】等の

ように清潔ケアを提供する男性看護師への思いの中

で[お世話になると割りきる】[いろいろな気持ちがあ

ったが自分で消化した】[一山越えてしまえば一緒]等

の思いから、女性患者は葛藤し【気持ちの整理がつ

く】ことで清潔ケアを受けていることを改めて認識
した。

一方、清潔ケアを受けたとしても気持ちの整理が

つかないまま[男性看護師に遠慮した][断れなかっ

た][忙しそうなので断らない]という理由で【選択の

余地がない】と思い清潔ケアを受けた女性患者がい

たこともわかった。また、－度【気持ちの整理がつ

き】清潔ケアを受けていても、【蓋恥心】や【自分の

ことは自分でしたい】という思いは自分の体の状態

や清潔ケアの内容などによって変化し、受けたくな

い思いが強くなる場合も考えられる。山田らは「従

来女性看護師が身体接触を伴う処置を施す場合には

鋭く指摘されてこなかったが、男性看護師が登場す

ることでインフォームドコンセントに基づくケアが

より厳しく追及されることとなるだろう｡」６)と述べ

ており、長期的に清潔ケアを行っている場合でも常

に計画を説明し承諾を得ることが必要だと考える。
清潔ケアに関する女性患者の蓋恥心やセルフケア

の欲求を尊重することや清潔ケアを提供する際に男

性・女性看護師の選択ができるよう確実に提案して

いくことが大切であり、今後の看護実践に生かして

いきたい。

また、女性患者は男性看護師を専門職としてとら

えており、質の高い看護を提供するために日々知識

や技術の向上に努めることが重要であると考える。‘
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Ⅳ、結論

1．女性患者が男性看護師の清潔ケアについて【男

女を問わない専門職】と思い，受けていること

がわかった。

2．【蓋恥心】や【自分のことは自分でしたい】思

いは清潔ケアを受けたとしても持ち続け、状況
に応じて違う。
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表１男性看護師の清潔ケアを受ける女性患者の思い

－２０－

カテゴリー サブｶﾃｺﾞﾘｰ ｺード

蓋！#iMujI

■

抵l7V調乱薗ﾄﾞ剛uNである

異性という抵蔽V競り$ある

L男女問わすＩ蓋

高閲創こなってキ

説gi7V副i力ｉｉ５る

ざある

抵177恩M3霞MMuNである

異性/ごｂｌら電$UUUiO1ある

男性琶護:iibIらi蓋部ケアを劃ﾌﾟるりまな減さら抵汀U惑mi5る

婦人科系の症状は;｡かってもらえないので言い鍋′）

陰部のケアは嫌である

年をとってもしてもらうのは抵抗力1ある

高ilNこなγu式濁り､ＩＭＯ鯛iる

若いうちは抵lｿV菌ib1ある

自;dのことは自分でしノピい

{

他人からケアを受ﾌﾟたくない

自ﾌﾞdでできるときは自分でし/Eい

自分でできないから劃ﾌﾟ7己

自ブウが動ﾌﾟなくなっても､他人からケアを受寸るON3嫌だ

基本的に13陰部ケアは男女問わすに自ラゥでしたい

自分でできるときl亘清潔ｹｱをすると言わ『ロビら掴禿を感じる

刺生琶護:iF1こ入浴の見守りをさＩＵＥのも嫌ｿごっだ

自分でできないから,男女閏系なくケアを受けた

ケアを受ﾌﾟだほうが楽 安楽危ｂ１らしてもらう 清潔ケアをLﾉてもらっ

た

/E方70礫)Eabla男性書護師0】青票ケアを受ブ

男女を問わない専門職 軒副61であり性笛ま感じ５N′１

男女平等の時代という認識
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同室刻生患害のｹｱをする弓生言護師を貝/E70（違和惑13.NM八

仕事内容１３牲差無し

|土事内容目司じ'三と知ってＷ己

専門職であり性差をゴブろ0]ざおかしい
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気を遣っている

而も劃生患琶もｌ是沮いに 庸禦ｹﾌﾌ０，際男性看護:而もZ刻生患者もﾖﾓ直い'こ気を遣っている

気j寺ら０，蟄里がつく 気持ちを割り切る

慣れ

'二bうが口汕 )と后|う

お世話になると割り切る

いろいろな賃甘寺ら力1あった力（自分で消化した

一山越えてしまえば一緒

男性看護師に関わったことで今後=性看護師に対して抵i宛舳読
なＷEろう

入院ｕご以上、仕方力ＭＪｔい

選択の余地が(]N'） >青潔ケア提供者の選択の提案がない

：！１，なかった

。生看護師のｹｱｶｉ圏Rできるという提案b$なかった

入浴曰に男u上書讃:肋V旦当だった

男性琶護師に遠慮した

忙しそうなので断らない

凶ｍなかった

清潔ケア１３回牛言講師が良い 男性看護師ODi葡緊ケアを受ﾌﾟて嫌だった 男性看護:md清緊ケアをしないほう)Oいい

技iii面の不足召惑じ嫌な思いをしMＥ

満足な清潔ｹア 清潔ケアを受lﾌﾟて満足した 男性書護師のi競閻ケア技iiiが充実していた

罫生害護:､のi冑紫ケア０〕技iiiが目ﾖかつだ

男性書護師iO1器用にケアを行うので1識LAした


